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２
月
２
１
日
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の

組
合
員
が
提
訴
し
て
い
た
西
日

本
２
０
条
裁
判
で
、
大
阪
地
裁
は

年
末
年
始
手
当
、
住
居
手
当
、

扶
養
手
当
を
１
０
０
％
認
め
る

画
期
的
な
判
決
を
出
し
ま
し

た
。
昨
年
９
月
１
４
日
に
東
京
地

裁
で
出
さ
れ
た
夏
期
休
暇
、
冬

期
休
暇
、
病
気
休
暇
の
判
断
は

避
け
て
い
る
も
の
の
、
大
き
な
前

進
で
す
。 

判
決
の
翌
日
、
朝
日
、
毎
日
、

日
経
、
読
売
、
東
京
、
産
経
、
赤

旗
は
大
き
く
取
り
上
げ
て
報
じ

ま
し
た
。
各
新
聞
と
も
非
正
規

労
働
者
へ
の
格
差
是
正
の
取
り
組

み
が
社
会
的
に
も
重
要
と
書
い

て
い
ま
す
。
二
日
後
の
２
３
日
に

は
朝
日
と
毎
日
が
社
説
に
も
取

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

朝
日
新
聞
の
社
説
は
、
「
正
社

員
と
非
正
社
員
の
格
差
是
正
を

促

し
た
注

目

す

べ
き

判

決

だ
。
・
・
・
格
差
の
固
定
は
働
く
意

欲
を
減
退
さ
せ
、
低
賃
金
は
消

費
の
低
迷
に
も
つ
な
が
る
。
正
社

員
と
非
正
社
員
と
の
不
合
理
な

待
遇
格
差
の
解
消
は
、
国
の
課
題

だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。 

毎
日
新
聞
の
社
説
は
、
「
非

正
規
労
働
者
の
処
遇
を
め
ぐ
る

『
不
合
理
な
格
差
』
に
つ
い
て
踏

み
込
ん
だ
司
法
判
断
が
示
さ
れ

た
。
企
業
は
い
っ
そ
う
の
意
識
転

換
を
迫
ら
れ
よ
う
。
・
・
・
政
府

と
企
業
、
労
働
組
合
は
今
回
の

判
決
を
重
く
受
け
止
め
、
格
差

是
正
に
向
け
た
取
り
組
み
を
急

ぐ
べ
き
だ
」と
し
て
い
ま
す
。 

 

郵政２０条裁判・西日本でも勝利 

朝
日
、
毎
日
の
二
大
紙
が
社

説
に
取
り
上
げ
る
程
今
回
の
判

決
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

会
社
は
東
京
地
裁
判
決
、
大
阪

地
裁
判
決
を
重
く
受
け
止
め
て

早
期
に
格
差
是
正
を
行
う
べ
き
で

す
。 私

た
ち
は
こ
の
判
決
を
郵
政
の

職
場
に
全
面
的
に
適
用
さ
せ
る

運
動
を
強
化
し
て
い
く
と
共
に
、

日
本
社
会
全
体
の
格
差
を
是
正

さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

判決後の報告集会で森博行弁護士は、「東

京地裁をベースにしてさらに一歩前進している。

郵政のみならず、他の一般企業に与える衝撃は

大きい」と述べています。 


